第３０回第６部会（文化スポーツ教育）概要

日時　平成21年１０月２８日(水)　午後６時００分～

場所　市役所　２階　第４会議室
出席者　　　平田誠治、前野利一、合田美津子、竹原一昭

事務局　　　企画主幹　東ひろみ

説明者　　　教育部次長　玉田光司、図書館長　小嶋利夫

◇運営委員会の報告　　　　　　　　　　

　　＊市民自治フォーラムの開催。年度末開催を目途に第1部会を中心に検討。

　　　市民への啓発を主眼とするも自治推進委員の勉強会としての位置付けで開催する。

　　　自治推進委員の出席啓発を部会として積極的に推進する。

　　＊パブリックコメント運用について

　　＊運営委員会の開催日を12月以降毎月第3木曜日とする。（特別委員会は第3火曜日）
　　　１１月は２４日（火）

◇図書館に関する提言についての検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係職員（図書館職員）が出席説明

　　　図書館に関する提言は第６部会からＨ１９．１１．９　運営委員会に提起、　Ｈ２０．４．３　運営委員会から市へ提言書提出、　Ｈ２０．１０．２４　提言書に対する回答、以上の経過を踏まえその後の市に於ける対応並びに現況確認をしたい。

　　

＜説明概要＞

　　　提言についての全般についての市としての認識は自治推進委員会の提言と全く同じ認識である。

　　　個別提言については下記のとおり

1 司書資格を有する館長の配置については市人事の伴う案件から現時点実施されていない。

2 閉館時間の延長については４月から木曜日を１９時３０分まで延長して開館

3 コピー料金の改定については１１月１日から２０円を１０円に改定

　＜６部会としての受け止め方＞

　　　　提言全般についての認識に変わりはないとの説明については理解できない。これまでの対応経過の説明もなく来年３月で図書館長が退職する事は既定事実であるにも拘わらず、今後どういう方針で対応していくかが明確ではない。書面での回答を望む。　　
　　　　提言内容は理想とする部分もあるので実現については相当な努力の必要性と多くの困難がある事は部会としても理解している。

しかし、そのことを今後どういう方針でどういうスケジュールで対応していくかのビジョンが欲しかった。

新しい図書館建設についても防衛庁予算が使えなくなったから頓挫というだけでは市民として納得できない部分がある。やはり今後のビジョンが聞きたい。

　　＜説明概要＞

　　　　司書資格の館長配置については市全体要員のバランスから非常に難しい状況にある。特に限られた人材でのやりくり等について結論に至っていない点についてご理解をいただきたい。新館についても市全体の予算体系からこれも困難な状況にあり目途はたっていない。

　　＜６部会意見＞

※人事の難しさは理解できる。館長としての配置は困難かもしれないが、図書館で勤務する職員で司書資格を有する職員を活用した運用でカバーする対応も考えられるように思う。

※検討を始めてから３年経過して市から回答書以外に何らの経過報告がないことに対し、不信感がある。人事についても形骸化を感じる。これまで人材育成を怠った付けと感じる。組織として人材育成に問題があったことも認識していたと聞いている。専門性の位置付けが不明確な事も対応のまずさにつながっている。

※督促しなければ答えがないということも不信の要因でもある。協働のまちづくりを目指すのであれば常に情報交換を積極的に行うことが絶対要件である。

※図書館建設問題については市の総合計画にも具体的には入っていない。

　　　

※図書館に関する提言に対し個別案件ばかりではなく全文に対する行政対応についても今後常に説明責任・意見交換を継続する事をお願いしたい。

◇テーマの持ち寄りについて
　　　　　　な　し
◇フリートーキング

　　　　　　今回は行わない。

　　　次回の６部会は　１１月１３日（金）　市役所２階　第４会議室
